
中外製薬は、今後5年間で、日本に 1.5兆円 以上を投資

研究開発投資

1兆円以上*

創薬研究 早期臨床開発 後期臨床開発

国内治験数の増加と
グローバル医薬品の創出加速による

国内外市場の獲得

設備等投資

5,000 億円以上*

研究所設備
バイオ医薬品
生産設備

日本から世界に供給することで、
医薬品輸出額の増加、

健康医療安全保障の確保に貢献

*今後5年間の国内投資規模の目安

政府による
投資

環境投資

イノベーションの適切な評価＝魅力的な特許医薬品市場の形成
創薬力強化（アカデミア基礎研究、ベンチャー、創薬人財流動性向上、国内研究・製造設備投資への支援等）

**試薬・研究機器メーカー、原薬・原材料メーカー、 CRO・ SMO、 CDMO、治験実施医療機関、 IT・データ関連企業、建設・エンジニアリング企業、製造設備メーカー、包装・資材メーカー、物流関連企業など

日本経済の成長・税収の拡大経済波及効果の創出裾野が広い医薬品産業**の発展
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中外製薬について

ユニークなビジネスモデル
• 2002 年にロシュ社と 戦略的アライアンス を開始

• 革新的な自社創製品を世界の患者さんへ

• 自社品のグローバル承認国数 110 ヵ国以上

独自の技術とサイエンス
• 抗体エンジニアリング技術で世界トップクラス

• 多様なモダリティによる創薬技術力

• 創製したグローバル製品数 8 個、 Breakthrough Therapy*1指定 9 回

医療用医薬品メーカーとして日本トップクラス

• 売上収益 *2 1兆2,579 億円

• 営業利益 *2 6,232 億円

• 営業利益率*2 49.5 %

• 社員数 7,782 名

• バイオ医薬品の製造能力 *5 日本全体 *5の約 70 % *6

• 国内売上高 *3 5年連続  1 位

• 時価総額 *4 14 兆5,658 億円

✓国内製薬企業 *4 1 位

✓東証上場企業 *4 17 位

継続的な革新的新薬創出による飛躍的成長

売上収益 8 倍、営業利益 23 倍
（ 2001年-2025年）

*1： 重篤または致命的な疾患や症状を治療する薬の開発および審査を促進することを目的に、2012年7月に米国
食品医薬品局（ FDA）にて導入された制度 、 *2： 2025年 Core実績、*3：販促会社ベース、 *4： 2026年4月10日時
点、 *5：製薬協調べ、 *6：  2025年末時点における中外の抗体生産キャパシティ

研究者3名が
ラスカー賞を受賞
（ 26年9月）
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